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井
上
　
天
馬
（
早
稲
田
大
学
・
国
際
教
養
学
部
、
松
山
市
）

1
　
中
高
五
年
間
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
、
東
京
大
学
合
格

を
目
指
し
て
一
年
間
浪
人
し
ま
し
た
。
趣
味
は
登
山
で
、

富
士
山
や
北
ア
ル
プ
ス
に
登
り
ま
し
た
。
つ
ま
ら
な
い

人
間
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2
　
国
連
機
関
や
国
際
N
G
O
で
働
く
つ
も
り
で
す
。
出
来

る
だ
け
多
く
の
発
展
途
上
国
に
行
く
機
会
を
設
け
る
と

共
に
、
語
学
の
勉
強
や
先
人
の
知
恵
が
凝
縮
さ
れ
た
本

の
多
読
を
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

松
田
　
駿
之
介
（
明
治
大
学
・
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
部
、
松
山
市
）

1
　
中
学
と
高
校
の
六
年
間
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し

て
い
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
と
音
楽
と
睡
眠
が
好
き
で
、

高
い
と
こ
ろ
が
苦
手
で
す
。

2
　
将
来
の
目
標
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
四

年
間
で
様
々
な
こ
と
を
経
験
し
、
自
分
の
可
能
性
に
挑

戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
口
　
雄
大
（
日
本
大
学
・
経
済
学
部
、
八
幡
浜
市
）

1
　
私
の
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
特
に
野
球
が
好
き
で
あ

り
、
小
学
か
ら
高
校
の
間
は
野
球
一
筋
で
し
た
。
と
に
か

く
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
サ
ー
ク
ル
に
も

体
を
動
か
す
こ
と
が
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
　
私
の
将
来
の
抱
負
は
、
実
家
に
帰
っ
て
農
業
を
す
る
こ

と
で
す
。
み
か
ん
で
有
名
な
愛
媛
県
で
み
か
ん
を
栽
培

し
て
お
り
、
四
都
府
県
に
販
売
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と

販
路
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

清
家
　
大
誠
（
国
士
舘
大
学
・
理
工
学
部
、
宇
和
島
市
吉
田
町
）

1
　
私
は
ひ
と
み
し
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
度
仲
よ
く

な
っ
て
し
ま
え
ば
、
と
こ
と
ん
仲
よ
く
で
き
る
と
こ
ろ

が
長
所
で
す
。
夢
は
建
築
家
に
な
る
こ
と
で
す
。

2
　
私
は
将
来
は
大
学
卒
業
後
、
建
築
の
会
社
に
就
職
し
、

四
年
間
の
実
務
経
験
を
つ
み
一
級
建
築
士
に
な
り
た
い
。

そ
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
大
学
で
建
築
に
つ
い
て
深
く
学

ん
で
い
き
た
い
。

大
和
田
　
凌
（
成
城
大
学
・
経
済
学
部
、
愛
南
町
）

1
　
僕
は
愛
南
町
で
生
ま
れ
愛
南
町
で
育
ち
ま
し
た
。
一
年

間
、
香
川
県
で
予
備
校
生
活
を
送
っ
て
か
ら
、
上
京
し

ま
し
た
。
非
常
に
負
け
ず
嫌
い
な
性
格
を
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

2
　
将
来
は
編
集
者
に
成
り
た
い
と
思
い
、
上
京
を
し
て
き

ま
し
た
。
将
来
、
夢
を
叶
え
ら
れ
て
い
る
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
こ
の
明
倫
館
で
、
社
会
に
出
た
時
に
必
要

な
能
力
が
つ
く
よ
う
に
、
頑
張
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
度
前
期
・
寮
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
宮
下
樹
で
す
。
伝
統
あ
る
明
倫
館
を
更
に
活
気
づ
け
ら

れ
る
よ
う
、
寮
生
全
体
で
協
力
し
な
が
ら
責
任
感
を
持
っ

て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
自
治
会
企
画
の
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
開
催

し
、
寮
内
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
明
倫
館

以
外
の
県
人
寮
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
既
に
府
中
市
に
あ
る
富
山
寮
と
対
抗
野
球
試
合

を
何
度
か
行
い
ま
し
た
。
明
倫
館
寮
生
一
丸
と
な
っ
て
協

力
し
、
ま
た
他
寮
の
学
生
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
自
分
た

ち
の
寮
生
活
を
見
つ
め
な
お
す
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
明
倫
館
を
含
む
「
愛
媛
四
寮
交
流
戦
」
や
「
佐
賀
寮

と
の
交
流
」
も
考
え
て
い
ま
す
。
明
倫
館
企
画
の
も
の
や

他
寮
に
誘
っ
て
い
た
だ
く
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
寮
生
に

は
積
極
的
に
参
加
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
新
入
生
が
入
寮
し
三
カ
月
が
経
ち
、
寮
の
雰
囲
気
も
落

ち
着
い
て
き
ま
し
た
。
一
年
生
も
寮
で
の
生
活
に
だ
い
ぶ

慣
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
挨
拶
な
ど
の

マ
ナ
ー
や
普
段
の
生
活
の
中
で
の
規
律
を
も
う
一
度
見
直

す
べ
き
時
期
で
あ
り
、
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
は
あ

り
ま
す
が
集
団
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
全
員
で
意

識
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
七
月
下
旬
頃
か
ら
多
く
の
学
生
が
期
末
テ
ス
ト
の
期
間

に
な
り
ま
す
。
学
生
の
本
分
で
あ
る
勉
学
を
疎
か
に
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
よ
く
学
び
よ
く
遊
ぶ
、
充
実
し
た
寮
を

作
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
自
治
会
が
中
心
と
な
り
活
動
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
年
度
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

入
寮
生
氏
名
（
大
学
・
学
部
、
出
身
地
）

1
　
自
己
紹
介
　
　
2
　
将
来
の
抱
負

入
寮
生
の
言
葉

▲平成27年4月26日新入寮生歓迎会の前に

恐
れ
ず
、国
際
人
と
し
て
の
見
識
を
磨
こ
う

　
二
十
七
年
四
月 

精
鋭
五
人
の
寮
生
活
始
ま
る

恐
れ
ず
、国
際
人
と
し
て
の
見
識
を
磨
こ
う

　
二
十
七
年
四
月 

精
鋭
五
人
の
寮
生
活
始
ま
る

（学生数には大学院生1人を含む）

八 幡 浜

宇和島東

宇和島南

南 宇 和

松 山 東

愛　　光

新　　田

済美平成

帝京第五

鳥取中央育英

合　計

5

18

3

3

1

2

1

2

1

1

37

1

1

2

3

1

4

1

1

3

1

1

5

3

1

1

5

3

1

4

1

1

2

2

1

1

2

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

18 

そ
　
の
　
他

17 

早
稲
田
大

16 

立
　
教
　
大

15 

明
　
治
　
大

14 

日
　
本
　
大

13 

東
京
経
済
大

12 

帝
京
平
成
大

11 

専
　
修
　
大

10 

成
　
城
　
大

9 

尚
美
学
園
大

8 

上
　
智
　
大

7 

駒
　
澤
　
大

6 

国
士
舘
大

5 

國
學
院
大

4 

青
山
学
院
大

3 

東
京
工
業
大

2 

東
京
海
洋
大

1 

東
　
京
　
大

（平成27年6月30日現在）

在籍
大学

出身
高校

平成27年度在寮生  大学・出身高校一覧

平成26年度 後期自治会役員

宇都宮　和彦

大野　寛人

加藤　大輝

上田　敬人

渡邊　　圭

横山　　尊

古泉　翔悟

高村　凌平

池田　洋生

寮 長

副寮長

会 計

企 画

整 備

風 紀

サロン

情 報

平成27年度 前期自治会役員

宮下　　樹

赤松　浩介

上田　祥一朗

本城　　航

近藤　誠志郎

和泉　圭佑

加州　陽太

黒田　圭太郎

寮 長

副寮長

会 計

整 備

風 紀

サロン

情 報

自
治
委
員
長
　
　
宮
　
下
　
　 

樹

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
を
め
ざ
す

　平成27年度、南豫明倫館の新入寮生は5人だった。例
年に比べ少ないためやや寂しい入寮数だが、寮の内外
で多くの経験を重ねたくさんの友人をつくって、明倫
館の伝統を引き継いでほしい。オリンピック・パラリン
ピックまであと5年。今後大会の準備は加速するが、国
の内外からたくさんの人が出入りするなか、国際人と
しての見識を磨くチャンスでもある。
　新入寮生歓迎会が4月26日にあり、南豫奨学会の役
員や先輩が、新しい仲間を祝福した。

松
田 

駿
之
介

新
口 

雄
大

宮
下 

樹

清
家 

大
誠

井
上 
天
馬

大
和
田 

凌

戸
梶 

節
子

（
館
長
夫
人
）

戸
梶 

學

（
館
長
）

（
寮
長
）

松
田 

駿
之
介

松
田 

駿
之
介

松
田 

駿
之
介

新
口 

雄
大

新
口 

雄
大

新
口 

雄
大

宮
下 

樹

宮
下 

樹

宮
下 

樹

清
家 

大
誠

清
家 

大
誠

清
家 

大
誠

井
上 
天
馬

大
和
田 

凌

戸
梶 

節
子

（
館
長
夫
人
）

（
館
長
夫
人
）

（
館
長
夫
人
）

戸
梶 

學

（
館
長
）

（
館
長
）

（
館
長
）

（
寮
長
）

（
寮
長
）

（
寮
長
）



編
集
後
記

南
豫
奨
学
会  

新
役
員
を
選
出

▼
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
皆
様
、
お
体
を
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
。
明
倫
館
だ
よ
り
が
で
き
あ
が
り
ま

し
た
の
で
お
届
け
し
ま
す
。

▼
新
入
寮
生
は
そ
ろ
そ
ろ
、
共
同
生
活
に
慣
れ
た
よ
う

で
す
。
大
学
か
ら
帰
る
と
温
か
い
夕
食
が
待
っ
て
い

て
気
心
の
知
れ
た
友
達
も
で
き
た
。

▼
共
同
生
活
の
素
晴
ら
し
さ
が
わ
か
る
の
は
ま
だ
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
徐
々
に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
戸　

梶
）

明倫館だより 第64号
 

公
益
財
団
法
人
南
豫
奨
学
会
は
第
一
回
定
例
理
事

会
を
六
月
六
日
、定
例
評
議
員
会
を
同
月
二
十
日
、南

豫
明
倫
館
で
開
き
、新
役
員
な
ど
を
決
め
た
。

 

退
任
さ
れ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
は
、長
き
に
わ
た

り
南
豫
奨
学
会
の
運
営
に
ご
尽
力
賜
り
衷
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
、今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。選
出
理
事
、評
議
員
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

平成27年度主要行事予定

  4月  1日 （水） 新入寮生が入寮

  4月12日 （日） 花見・バーベキュー

  新入寮生に寮則説明

  4月26日 （日） 第1回常務理事会

  新入寮生歓迎会

  5月16日 （土） 第2回常務理事会

  6月  6日 （土） 第1回定例理事会

  6月20日 （土） 定例評議員会

  8月  3日 （月） 夏季休暇開始

  8月15日（土） 夏季休暇終了

  9月  5日 （土） 第3回常務理事会

10月10日 （土） 寮生保護者懇談会（宇和島）

   入寮説明会（宇和島）

11月22日 （日） 第4回常務理事会

  寮祭

12月  1日 （火） 中・南予の高校訪問

     ～4日 （金）

12月12日 （土） 第5回常務理事会（忘年会）

  第1回新入寮生書類選考（東京）

12月19日 （土） 第1回新入寮生面接選考（宇和島）

12月25日 （金） 冬季休暇開始

  1月  7日 （木） 冬季休暇終了

  1月16日 （土） 第2回定例理事会（南豫明倫館）

  2月14日 （日） 第6回常務理事会

  卒寮生壮行会

  3月12日 （土） 第7回常務理事会

  第2回新入寮生書類選考（東京）

  3月19日 （土） 第2回新入寮生面接選考（宇和島）

  出席理事・評議員懇親会（宇和島）

  3月下旬  平成28年度新入寮生が入寮

※予定はお断りなく変更されることがあります。

平成27年

平成28年

と
い
つ
ま
で
も
覚
え
て
い
て
、五
丁
目
十
七
番
二
十
七

号
と
い
う
番
地
の
詳
細
ま
で
忘
れ
た
こ
と
は
な
い
。

　

西
隣
は
自
衛
隊
中
央
病
院
の
広
い
敷
地
が
陣
取

り
、さ
ら
に
そ
の
向
こ
う
に
世
田
谷
公
園
が
あ
っ
た
。

最
寄
り
の
東
急
・
東
横
線
中
目
黒
駅
と
祐
天
寺
駅
と

を
三
角
形
で
結
ぶ
所
に
南
豫
明
倫
館
は
建
っ
て
い
た
。

　

寮
の
建
物
は
木
造
二
階
建
て
。南
寮
と
北
寮
に
分

か
れ
、食
堂
と
廊
下
で
つ
な
が
っ
て
い
た
。

　

寮
生
の
ほ
と
ん
ど
が
一
部
屋
二
人
で
、四
年
生
の
特

権
は
北
寮
二
階
、四
畳
の
一
人
部
屋
で
あ
っ
た
。た
だ

下
級
生
で
も
一
人
部
屋
を
望
む
者
は
、階
段
下
や
倉
庫

を
改
造
し
た
よ
う
な
場
所
を
く
じ
引
き
で
射
止
め
住

み
込
ん
だ
。当
時
、寮
生
に
は
個
室
と
い
う
概
念
は
な

く
、単
に
一
人
部
屋
か
二
人
部
屋
だ
っ
た
。現「
小
金

井
・
明
倫
館
」は
オ
ー
ル
個
室
だ
が
、あ
の
頃
と
比
べ

れ
ば
贅
沢
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

寮
生
は
今
と
変
わ
ら
ず
約
六
十
人
い
た
。私
は
戦

後
の「
新
生
・
明
倫
館
」か
ら
十
六
年
が
経
過
し
た
昭

和
四
十
三
年
に
入
寮
し
た
。そ
の
頃
の
寮
費
は
二
食

付
で
六
千
円
〜
一
万
二
千
円
と
安
か
っ
た
。

校
歌
あ
り
、春
歌
あ
り
。

青
春
を
謳
歌
し
た
あ
の
頃

　

三
、四
年
生
の
先
輩
は
、実
に
当
時
は
怖
い
存
在

だ
っ
た
。

　

入
寮
し
た
数
日
後
に
、大
学
生
の
プ
ラ
イ
ド
に
第
一

撃
を
く
わ
さ
れ
た
。食
堂
の
テ
レ
ビ
の
前
に
ひ
と
り

座
っ
て
足
を
組
ん
で
見
て
い
る
と
、無
言
で
背
中
を
叩

く
も
の
が
い
る
。振
り
返
っ
て
み
る
と
、S
と
い
う
三

年
生
だ
っ
た
。玄
関
脇
の
卓
球
場
に
呼
び
出
さ
れ「
お

前
は
テ
レ
ビ
の
前
で
足
を
組
ん
で
横
着
だ
」な
ど
と

説
教
さ
れ
た
。「
あ
あ
、こ
ん
な
こ
と
で
先
輩
は
怒
る
の

か
」と
悟
っ
た
が
、怖
か
っ
た
そ
の
先
輩
と
も
、そ
の
う

ち
親
し
く
な
っ
た
。

　

今
の
寮
生
と
異
な
る
の
は
当
時
は
カ
ラ
オ
ケ
も
な

く
、校
歌
や「
春
歌
」を
よ
く
歌
っ
た
こ
と
だ
。新
入
寮

生
歓
迎
会〈
四
月
〉と
寮
祭〈
十
一
月
〉、卒
寮
生
歓
送
会

〈
二
月
〉は
食
堂
で
奨
学
会
の
理
事
や
O
B
と
と
も
に

交
流
を
し
、そ
の
後
は
班
ご
と
に
部
屋
に
分
か
れ
て
飲

み
会
を
や
っ
た
。い
い
加
減
ア
ル
コ
ー
ル
が
回
る
と
歌

が
始
ま
る
。少
な
く
と
も
年
に
三
回
、四
年
で
十
二
回

宴
席
が
あ
る
か
ら
、自
然
と
歌
は
覚
え
て
し
ま
う
。東

京
六
大
学
の
校
歌
や
東
京
農
大
の
大
根
踊
り
な
ど
は
、

よ
く
聞
い
た
も
の
だ
。そ
れ
に
引
き
換
え
、今
は
寮
内

か
ら
全
く
流
れ
て
来
な
い
。ま
し
て「
春
歌
」な
ど
は
死

語
に
な
っ
た
。上
目
黒
時
代
、窓
を
開
け
っ
放
し
で
、夜

遅
く
ま
で
大
声
で「
春
歌
」を
、い
わ
ゆ
る〈
高
歌
放
吟
〉

す
る
の
だ
か
ら
、近
所
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

若
者
の
騒
ぎ
を
よ
く
許
し
て
く
れ
た
も
の
だ
。

　

♪
神
田
の　

神
田
の　

神
田
通
れ
ば　

神
田
の

　
　

本
屋
の
ね
え
ち
ゃ
ん
が
ち
ょ
い
と
招
く
♪

　

♪
そ
い
つ
ぁ
明
倫
館
の
書
生
さ
ん
は

　
　

勉
強
好
き
♪

　

こ
の
歌
は
、「
目
黒
・
明
倫
館
」の
O
B
な
ら
誰
で
も

知
っ
て
い
る
。中
目
黒
や
祐
天
寺
、渋
谷
そ
し
て
吉
原

の
地
名
が
入
る
馴
染
み
の
歌
な
の
だ
が
、今
の
寮
生

は
こ
れ
ま
た
知
ら
な
い
。こ
の
歌
ぐ
ら
い
は
、伝
統
の

歌
と
し
て
受
け
継
い
で
欲
し
い
。で
も
今
年
は
二
月
の

卒
寮
生
歓
送
会
で
寮
生
に
先
輩
が
披
露
し
た
が
、関

心
は
高
ま
ら
な
か
っ
た
。

あ
の
入
寮
時
に
怒
ら
れ
た
先
輩
と
も
、

そ
の
後
よ
く
飲
ん
で
、よ
く
語
っ
た

　

寮
で
は
先
輩
、後
輩
た
ち
と
よ
く
飲
ん
だ
。今
は
禁

評

議

員

荒
張
紀
久
子（
旧
姓 

伊
達
）

松
影　

通
男

山
宮　

満
安

黒
田　

清
宏

河
野　

数
夫

上
甲　

健
二

酒
井　

利
長

藤
井　

昭
生

安
村　

弘
紀

宇
都
宮
高
明

別
宮　

興
仁

戸
梶　
　

學

村
尾 

明
弘

水
口 

重
仁

槇
本 

能
広

坂
本 

昭
彦

下
田 　

豊

山
本 

弘
幸

監

　

事

崎
山　

謙
治

清
家　
　

學

菊
地　

史
晃

顧

　

問

村
重　
　

享 理

　

事

伊
達　

宗
信

岡
本　
　

健

猪
原　

英
彦

横
田　

弘
之

奥
島　

孝
康

新
津　

昭
雄

佐
渡　

吉
晴

岡
添　
　

弘

西
原　

賢
次

廣
瀬　
　

了

石
田　

則
雄

今
村　
　

敬

本
田　

裕
幸

藤
田　

元
信

評
議
員
選
定
委
員

崎
山　

謙
治

酒
井　

利
長

藤
田　

和
仁

片
山　

祐
二

廣
瀬　

益
久

審

議

員

芝　
　

壽
志

武
内　

正
直

兵
頭　
　

正

大
六　

光
彦

新
津　

昌
雄

網
江　

静
夫

三
好　

七
郎

若
山　

清
志

猪
野
恵
一
朗

椙
山
吉
ノ
助

奥
村　

光
男

高
門　

清
彦

中
島　

仲
義

中
山　

孝
二

河
野　

秀
康

入
江　

伸
明

高
辻　
　

元

中
山　

敦
之

谷
口　

祐
一

宇
都
宮
凡
平

正
木　

寿
仁

中
屋　

健
二

向
田　

陽
二

高
平　

善
夫

湖
西　

成
仁

児
玉　

雅
人

清
水
宏
一
郎

審

議

員

番
匠　
　

健

薬
師
寺
仲
利

布　
　

久
光

徳
増　
　

洪

桑
原　

宏
行

片
岡　

文
彰

光
陰
矢
の
ご
と
し
。

懐
か
し
い
「
目
黒
・
明
倫
館
」

時
代
を
語
る

　
　
　
　
　

  　
　

館
長　

戸
梶　

學

「
目
黒
・
明
倫
館
」は
木
造
二
階
建
て
。

北
寮
と
南
寮
に
わ
か
れ
て

　

お
よ
そ
三
十
年
前
ま
で
、南
豫
明
倫
館
は
都
内
目

黒
区
上
目
黒
に
あ
っ
た
。若
い
頃
の
記
憶
は
不
思
議

止
事
項
だ
が
、当
時
は
未
成
年
で
も
よ
く
飲
み
に
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
た
。入
寮
時
に「
テ
レ
ビ
」で
怒
ら
れ
た

先
輩
に
は
、屋
台
の
お
で
ん
屋
に
誘
わ
れ
、焼
酎
を
炭

酸
水
で
割
っ
た「
ホ
イ
ス
」（
ホ
ッ
ピ
ー
と
も
い
っ
た
）

を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。炭
酸
水
は
無
味
な
も
の
だ
か

ら
、焼
酎
が
ど
れ
だ
け
濃
い
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

先
輩
は
三
杯
、私
は
四
杯
飲
ん
だ
が
、さ
し
て
酔
わ
な

か
っ
た
。先
輩
に
は
負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

「
戸
梶
は
酒
が
強
い
」と
誉
め
ら
れ
た
。

こ
ち
ら
は
小
学
五
年
の
時
に
、湯
呑
み
で
赤
玉
ポ
ー

ト
ワ
イ
ン
を
三
杯
飲
ん
で
母
親
か
ら

「
も
う
や
め
な
さ
い
」と
止
め
ら
れ
た
実
績
が
あ
る
か

ら
負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
だ
。

近
所
の
蕎
麦
屋
で
、

憧
れ
の
カ
ツ
丼
が
百
八
十
円
の
思
い
出
。

　

明
倫
館
か
ら
大
通
り
に
出
て
南
に
下
っ
た
蛇
崩

（
じ
ゃ
く
ず
れ
）交
差
点
近
く
に「
更
科
」と
い
う
蕎
麦

屋
が
あ
る
。こ
こ
の
カ
ツ
丼
は
当
時
百
八
十
円
か
ら
三

百
六
十
円
と
値
段
は
変
わ
っ
た
が
、お
い
し
か
っ
た
。

財
布
に
ゆ
と
り
が
な
い
と
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。出
前

で
カ
ツ
丼
を
食
べ
て
い
る
と

「
お
前
、仕
送
り
が
あ
っ
た
の
か
」

と
言
わ
れ
た
り
し
た
。倉
庫
の
荷
物
運
び
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
い
て
、

「
二
階
か
ら
飛
び
降
り
た
ら
カ
ツ
丼
を
お
ご
る
」

と
の
声
に
そ
の
ま
ま
実
行
し
、足
を
折
っ
た
猛
者
も
い

た
。先
日
、そ
の
蕎
麦
屋
で
約
四
十
五
年
前
の
O
B
た

ち
が
飲
み
会
を
や
っ
て
、往
時
を
懐
か
し
ん
だ
。「
六
十

代
の
青
春
」は
ま
だ
ま
だ
元
気
で
あ
る
。
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